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 要 旨 
目的： 
入院患者において病的な飲酒の頻度と、医療者による飲酒量の把握状況を明らかにする。

方法： 
スペインの 21 の病院で、2008 年 3 月 12 日に内科病棟に入院していた患者を対象に調査

を実施した。飲酒量は Alcohol Use Disorders Identification Test(AUDI-C, AUDIT)、
Systematic Inventory of Alcohol Consumption による質問票を用いて評価した。飲酒の様

式は ICD-10 により評価した。医療者の患者の飲酒についての把握は診療録により確認し

た。 
結果： 
入院患者 1,039 例において、病的な飲酒の頻度は 12%であった。病的な飲酒は男性（オ

ッズ比 5.20）、若年者(オッズ比 14.17)、中年(オッズ比 2.99)、南部（オッズ比 1.77）でよ

り多く認められた。診療録からは 59%の患者に入院中の飲酒が確認された。大量飲酒者の

28%、アルコール依存症の 41%に飲酒量について記載されていた。診療録への飲酒につい

ての記載漏れは女性（オッズ比 1.73）や中壮年～高齢者（オッズ比 1.44、1.73）、北西部（オ

ッズ比 3.46）でより多く認められた。東部の患者では診療録への飲酒についての記載漏れ

がより少なかった（オッズ比 0.47）。 
結論： 
入院患者における病的飲酒の頻度は一般住民と比較して高いことが明らかになった。飲

酒量に関する診療録記載は不十分であった。入院患者における飲酒の把握と診療録への記

載を改善する方法についてさらに啓発する必要がある。 

 




